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令和７年度  札幌第４支部

研 修 報 告

【看護の動向】

北海道では人口減少と高齢化が同時に進行しており、2040
年には高齢者の割合が約35％に達すると予測されています。
この「2040年問題」は医療・介護需要の増大と担い手世代の
減少をもたらす深刻な課題です。

こうした人口動向を踏まえ、地域包括ケアシステムの深化や
医療・介護の連携強化など、医療提供体制の再構築が求められ
ています。在宅医療や訪問看護の拡充、地域医療機関との連携
強化、ICT活用による業務効率化がその柱です。さらに2040
年を見据えた構想として、看護職の地域偏在の解消や多世代連
携、在宅支援人材の育成など、長期的視点での人材・制度設計
が進められています。

看護職の離職率は高く、特に若手・新卒看護師では精神的疾
患や疲労・ストレス、過重労働、人間関係の不安などが主な理
由とされています。こうした離職を防ぐには、教育・研修、メ
ンタル支援、キャリア形成支援の充実が不可欠です。

北海道では、地域医療の持続可能性を確保するため、2040
年を見据えた人材確保・職場環境改善・再就業支援の総合的な
施策の推進が求められています。

■ 日　　時：2025年10月４日（土）
■ 場　　所：ACU-A 大研修室1614
■ 講　　師：第１部　公益社団法人北海道看護協会 副会長

　　　　山本 さつき  氏
第２部　甲南大学 経営学部経営学科 教授
　　　　尾形 真実哉  氏

2025年度公益社団法人北海道看護協会主催　札幌４支部合同 看護管理者懇談会

第１部：看護の動向
第２部：組織になじませる力～若年修行者の定着と成長を促すオンボーディング～
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【第２部講演】

尾形真実哉教授は、甲南大学経営学部にて人的資源管理論や
組織行動論を専門とし、若年就業者の定着や成長、組織適応、
オンボーディングに関する研究を行っておられます。企業だけ
でなく、医療・福祉分野を含む多様な組織を対象に、現場に即
した人材育成や職場づくりについて発信されている研究者で
す。

本講演では、「組織になじませる力」をテーマに、若年就業
者が職場に定着し、成長していくために必要なオンボーディン
グの考え方について、具体的な視点が示されました。

オンボーディングとは何か

オンボーディングとは、新たに組織に加わった職員が、業務
や人間関係、組織文化に円滑に適応し、安心して力を発揮でき
るようになるまでの一連の支援を指します。入職時のオリエン
テーションや研修に限らず、日常的な関わりや職場環境の整備
を含めた、継続的な取り組みです。

若年就業者の早期離職が課題となる中で、オンボーディング
は個人の努力に委ねるものではなく、組織全体で取り組むべき
重要なテーマであることが強調されました。

組織への適応課題としてのリアリティショック

講演の中心的なキーワードとして取り上げられたのが、「リ
アリティショック」です。リアリティショックとは、入職前に
抱いていた期待やイメージと、実際の職場で経験する現実との
ギャップによって生じる心理的な衝撃を指します。

リアリティショックの多面性を理解する

リアリティショックには多面性があり、「何に対しての
ショックなのか」を見極めることが重要です。

◦上司との関係性や指導の受け方に関わる「上司ショック」
◦仕事の難しさや責任の重さによる「仕事ショック」
◦組織文化やルールへの戸惑いによる「組織ショック」
◦職場の人間関係に起因する「同僚ショック」

職場における先輩・上司の対応

リアリティショックへの対応においては、職場の先輩や上司
の関わりが極めて重要です。具体的な対応として次の点が挙げ
られました。

まず、日々の様子をしっかりと見ること、そして毎日声をか
けることが基本となります。その上で、現在の仕事や今後の
キャリアについて、じっくり話し合い、理解しようとする姿勢
が求められます。また、解消できる課題については本人任せに
せず、一緒に解消していく「伴走」の姿勢が重要です。

予期的社会化の難しさと研修デザイン

入職前後に行われる予期的社会化については、その難しさが
指摘されました。情報提供においては、量・質・正確性のいず
れもが重要であり、どれか一つが欠けても十分な効果は得られ
ません。

効果的な研修デザインには、本人の主体的な行動を引き出す
「プロアクティブ効果」が求められます。そのためには、プロ
アクティブ行動を促進する上司の存在と、上司のサポートを得
られる環境づくりが不可欠です。教育は個人に向けたものだけ
でなく、環境への働きかけとして行うことが重要であると述べ
られました。

組織適応における２年目の重要性

組織への適応は１年目で終わるものではありません。講演で
は、２年目が最も適応に苦しむ時期であることが示され、「２
年目分離」という考え方が紹介されました。

１年目を終えた後の期待や役割の変化に対応するためには、
２年目に対するサポートを意識的に充実させることが、定着と
成長につながるとされました。

職場デザインと管理職の役割

オンボーディングを機能させるためには、職場デザインの視
点が欠かせません。上司や管理職の役割を明確にし、上司を教
育にいかに巻き込むかが重要となります。

一方的に教えるのではなく、共に育つ「協育」の考え方を職
場全体で共有することが、組織の力を高めることにつながりま
す。

まとめ

講演を通して示されたのは、みんながいきいきと働く職場づ
くりこそが、最も良いオンボーディングであるというメッセー
ジでした。若年就業者だけに適応を求めるのではなく、職場全
体で支え合う環境を整えることの重要性が、改めて示されまし
た。

甲南大学HPより
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アサーションとは自分も相手も大切にする自己表現の事で、
相手を尊重しつつ、自分の意見や感情を正直に伝えるスキルで
あり、職場や日常生活の中で円滑な人間関係を築くために必要
不可欠なスキルである。

自己表現には①非主張的自己表現②アサーション③攻撃的自
己表現の３つのタイプがある。

非主張的自己表現とは、十分よりも他者を優先し、自分は後
回しにする自己表現、②アサーションとは自分のことをまず考
えるが、他者の事にも配慮する自己表現、③攻撃的自己表現と
は自分の事だけをまず考えて行動し、時には他者を踏みにじる
ことにもなる自己表現である。アサーティブになれないと、弱
い立場の人が強い立場の人の攻撃的態度や表現に屈することに
なり、ストレスを蓄積させ、心理的不適応に陥ることもある。
そのためアサーションの自己表現を行っていくことが、お互い
を尊重した関係づくりに有効になってくる。アサーションで期
待される効果は、過度なストレスを蓄積しない（自らの考え
を伝えることができるようになる）、多様性の理解（私もOK,
あなたもOKである）、ケアの質向上、パワハラ防止など計り
知れない。とくに多様性の理解、これは皆考えることは別々で
あり、皆が違って当たりまえである、違うことを理解し歩み寄
ろうとすることが非常に重要である。そのためには、「DESC
語法（Describe、Express、Specify、Choose）」というフ
レームワークがある。これはＤ（Describe：描写する）とは
客観的で具体的な事実や状況を描写する、これは主張するだ
けではなく客観的な事実として何が起こっているのかを相手
と確かめ共有する、Ｅ（Express：表現する）とは自分の感
情を表現することで、自分の気持ちを確かめ表現をする、Ｓ

（Specify：提案する）とは相手にこうしてほしいという提案
であり、具体的な提案を行う、Ｃ（Choose：選択する）とは
提案に対してYes ／ Noの場合どうするのか、このDESC語法
に基づいて表現をすると、アサーティブな表現につながりやす
い。伝え方ひとつで相手の受け取り方が大きく変わってしまう
ことがあるため、同じ内容でも言い方やタイミングを工夫して
いくことが重要となる。意見がぶつかる場面やフィードバック
を伝える場面では、DESC語法を活用したコミュニケーション
をとっていくことを心掛けていくことが大切である。

■ 日　　時：2025年10月18日（土）10：00～12：30
■ 場　　所：北海道看護協会
■ 参加人数：45名（�看護師：41名　准看護師：１名　保健師：１名

助産師：１名　その他：１名）
■ 講　　師：北海道医療大学 看護福祉学部 看護学科

生涯発達看護学講座 中安 隆志  氏

北海道看護協会

「アサーショントレーニング」
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2025年北海道看護協会　札幌４支部合同看護師職能研修会

「地域特性に合わせた切れ目のない連携を目指して～連携の実際と今後の展望～」

地域包括ケアの推進が求められる中、医療・介護・福祉を切
れ目なくつなげる看護の役割がより一層重要になっています。
本研修では、病院、在宅、地域包括支援センターそれぞれの立
場で活躍する看護師が登壇し、現場の実際と今後の展望につい
て語られました。

本前氏は、入退院支援の役割として、早期に生活課題を明確
化すること、多職種での情報共有を進めることで退院後の生活
を見据えた支援につなげることの重要性について話されまし
た。現場での実践例も紹介され、日頃から関係機関と顔の見え
る関係を築いていたからこそ、患者さんとご家族の思いを尊重
した支援を実現できたと振り返っていました。

地域との連携については、「東区医療介護ネットワーク協議
会」や「看看連携の会」などの参加を通じて、顔の見える関係
づくりを継続しています。地域では、介護保険申請が難しい方
や精神疾患、アルコール問題など複雑な課題も多く、地域包括
支援センターだけでは対応しきれない現状もあります。そのよ
うな中で、病院側がどのように支援の窓口を明確にして地域と
つながることができるかどうかが、今後の課題であると話され
ていました。

鷹巣氏は、「看護師が所属する場所ではなく、果たすべき機
能に注目する」という考えのもと、部門の壁をなくす取り組み
についてお話されました。向陽台ファミリークリニックは、総
合診療医を中心に外来と訪問診療を行い、地域住民の健康を支
えています。かつては外来と訪問看護が分断され、情報共有や
連携に課題がありました。プライマリ・ケアの理念を共有し、
話し合いを重ねる中で、スタッフ全員が「患者の生活を支え
る」という目的を再認識し、外来・訪問・診療が一体となった
看護体制を整えることができました。また、講演ではICTを用
いて多職種が同時に情報共有することで、短期間のうちに在宅
移行の準備を整えることができた事例についても紹介されまし
た。看護職の役割発揮こそが、切れ目のない連携の鍵であり、
病院から在宅へ、在宅から病院へと、双方向のバトンをつない
でいきたいと語られました。

■ 日　　時：2025年10月18日（土）13：00～16：00
■ 場　　所：ACU　1606号室
■ 参加人数：現地31名、オンライン42名（ハイブリット形式）
■ 講　　師：医療法人 北海道家庭医療学センター

向陽台訪問看護ステーション所長 鷹巣 香織  氏
恵庭市ひがし地域包括支援センター(たよれーるひがし)
センター長 看護師 臼杵 愛美  氏
公益社団法人北海道勤労者医療協会
勤医協中央病院 医療連携・患者支援センター
本前 陽子  氏

臼杵氏は、地域包括支援センターの看護師として、恵庭市の
地域連携の現状と今後の展望についてお話されました。恵庭
市は人口約７万人、高齢化率28.8%と比較的若い地域ですが、
2040年には３人に一人が高齢者になると見込まれています。
さらに、公立病院がないという地域特性もあり、在宅医療や介
護との連携体制作りが大きな課題となっています。こうした
中、市内では「恵庭市医療と介護サービス連絡協議会」を中心
に、多職種が協働して地域のネットワークづくりに取り組んで
います。この協議会では、市民を対象とした健康講座や出前講
座も開催し、地域住民への啓発にも力を入れています。臼杵氏
は、地域の中で多様な職種、立場、団体がつながることが、真
に切れ目のない支援につながると強調されており、今後はICT
を活用した情報共有の仕組みをさらに整備し、病院から在宅、
介護現場まで、どの場にいても支援が途切れない体制を目指し
ていきたいと話されていました。地域の課題に寄り添い、連携
の輪を広げていく、その実践の積み重ねが恵庭市の未来を支え
る力になっていることを実感しました。

研修会終盤に行われた意見交換会では、会場参加者からの質
問に対し各講師が意見を交わされ、多くの知見を得る機会とな
りました。

2025年問題と併せ、地域包括ケアの実態についても議論が
深まりました。制度的な枠組みが整備されつつある一方で、実
際の現場では地域差や資源の偏りがあること、特に札幌市のよ
うな大都市では、顔の見える関係づくりの難しさが課題として挙
げられました。また、在宅においては、8050問題や独居高齢
者の増加、意思決定支援の難しさといった現状も語られました。

講師らは「連携とは、思いやりと歩み寄りの積み重ねであ
る」と述べ、相手の立場を理解しながら互いに補い合う姿勢を
大切にすること、それぞれの垣根を越えてつながっていくこと
が、地域包括ケアの形であると感じました。

今回の研修を通して、看護職一人ひとりが連携の担い手とな
り、顔の見える信頼関係を築くことが、地域の安心を支える礎
となることを改めて認識しました。
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Topics
施設紹介

医療法人社団　我汝会

さっぽろ病院

我汝会さっぽろ病院は、2007年６月に札幌市北区新川で開設されて以来、整形外科に特化した医
療機関として地域に貢献してまいりました。その後、2010年に北24条東１丁目へ、2020年にはJR
苗穂駅北口前に新築移転し、利便性と患者様への医療サービスのさらなる向上を実現しました。現
在では札幌市内にとどまらず、全道各地、道外からも多くの患者様にご来院いただいています。

■対話を通して理解し合える医療を
病院名の「我汝会（わじょかい）」は、宗教思想家マルチン・ブーバーの著書『我と汝』に由来し

ます。「我」と「汝」が対等な関係で深く向き合い、お互いを理解し合うという哲学にもとづき、私
たちは患者様を単なる診療の対象ではなく、一人の「人」として尊重する医療を目指しています。

■高度な手術体制と充実した周術期管理
当院では年間約2,000件の整形外科手術を行い、人工関節手術や脊椎手術など専門分野ごとに経

験豊富な医師を配置しています。
◦�人工股関節全置換術では、身体へのダメージが少ない「前方最小侵襲手術（前方アプローチ）」を

導入し、術後翌日より動作制限なく歩行を開始。早期退院へとつなげています。
◦�手術室は４室稼働。麻酔科医４名、内科医１名が常勤し、合併症リスクにも十分配慮した周術期

管理を実現しています。
◦令和６年手術実績

o人工関節手術：1,389件（股関節 997 ／膝関節 386 ／肩関節 ６）
o脊椎手術：309件	 o上肢手術：332件	 o下肢手術：147件 など

■看護・支援体制～外来から退院後の生活まで見据えた「つながる看護」
当院の看護体制は急性期一般入院料１（７対１）で、チームナーシング制を採用しています。病床

数88床（２病棟）稼働し、一人ひとりの患者様に目の行き届いた質の高い看護を提供しています。
◦�入退院支援課には看護師６名・医療ソーシャルワーカー２名が在籍。完全個室の相談室を４室設

け、患者様やご家族の不安を丁寧にケアします。
◦�理学療法士・作業療法士が365日体制でリハビリを実施。退院前自宅訪問も含め、生活に寄り

添ったサポートを実践し、早期社会復帰を支援します。
◦�看護部の教育ではクリニカルラダーを活用し、個々のキャリアアップを応援しながら、看護の質

のさらなる向上を図っています。さらに、「認定看護師」や「学会認定資格者」など、専門性の高
い人材を育成しています。

■私たちが大切にしていること
我汝会さっぽろ病院では、整形外科治療の専門性を活かしつつ、手術という大きな節目だけでな

くその前後にある「生活の場」までを視野に入れ、患者様・ご家族・地域とともに歩む医療を心が
けています。

これからも、我と汝の精神に基づいて患者様、ご家族に信頼される医療を提供できるよう努力し、
地域の医療機関・介護施設・行政とのつながりを大切に、貢献していきたいと考えております。

〒065-0005　札幌市東区北５条東11丁目16番１
医療法人社団　我汝会　さっぽろ病院

患者様と誠実に向き合い、責任ある医療を提供する整形外科急性期病院

TOPICS 施設紹介� 第22回

面談室

手術室

リハビリ室

病室（多床室）

ICLS勉強会の様子
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勤医協中央病院　ホスピスセンターにて

連絡先　北海道看護協会総務課

電　話　011－863－6731

会　費　16,500円

会 員
募 集

表紙写真
季節の風景・看護の風景・ご自身の作品・
ペット紹介など、なんでもOKです。
施設紹介・スタッフ紹介
自薦他薦かまいません（写真数枚、本文400字程度）

　北海道看護協会札幌第４支部では、看護の質の向上をめざし
た活動や事業を行っています。また、看護職を取り巻く環境が
大きく変化している今、多岐に渡る研修が準備されています。
研修に参加して友達の輪を広げましょう。
　入会は、右記までご連絡ください。

連絡先　札幌第４支部  広報委員会
　　　　公益社団法人  北海道勤労者医療協会
　　　　勤医協中央病院  消化器センター  
　　　　常見  梨奈

Email：syoukaki1-nrs@kin-ikyo-chuo.jp

募 集 中 の

テ ー マ

公益社団法人北海道看護協会ホームページはこちら　https://www.hkna.or.jp/

編集後記

早いもので気付けば３月に入り、北海道の雪解けも進んでま
いりました。本年度最後のはまなす発行月となります。本年度
も皆さまからの貴重な意見、サポートが励みとなっていたこと
を振り返ります。４月から新年度。新体制のもとさらなる飛躍
を目指してまいります。引き続きはまなすをご愛読いただきま
すよう、よろしくお願いします。

� （記：常見）

第４支部HPはこちら

　　保健師： 93名 　看 護 師：4,437名
　　助産師：204名　 准看護師：  68名

2026年２月末会員数：4,802名
2026年度札幌第４支部目標会員数：4,872名


